
開 催 日 時 令和８年６月１２日（金）　17時30分～18時30分

開 催 場 所 教育文化センター４Ｆホール

出 席 者 【出席者】林　茂之委員⾧、松原　勝久副委員⾧、清水　幸雄委員、上野　隆子委員、

三國　博美委員、關野　洋香委員、上田　美和子委員、朝日　素子委員、

本川　朱夏委員、作田　彩華委員、上坊寺　桜子委員、北鹿渡　唯奈委員

有島教育⾧、岩根教育次⾧、小谷文化振興課⾧、尾山地域振興課⾧、

焼田教育総合センター所⾧、砂山文化振興課⾧補佐、西尾主査、清水主査

【欠席者】籔谷　祐介アドバイザー、大舘　育仁委員、大塚　直委員

【傍聴者】報道2名

資 料 ・教育文化センター等利活用検討委員会資料（第１回）説明資料

　資料１　　教育文化センター等利活用検討委員会委員名簿

　資料２　　座席表

　資料３　　教育文化センター等利活用検討委員会設置要綱

　資料４　　アドバイザーについて

　参考資料　教育文化センター図面（平面図・立面図）

　　　　　　（仮称）ひみ発見館基本設計説明書（一部抜粋）

１　教育⾧あいさつ

＜意見＞

〇委員 ・まちなかを歩いている人たちも立ち寄ることができる場所にしてほしい。

・駐車場は夜の賑わいの助けともなっている。復興に力をいれなければならないため予算の都合が

　あるのであれば、建物ではなくトレーラーホテルなども考えられる。災害時には仮設住宅として

　使用することも可能。

・駐車場を多目的に使用できるようにしてほしい。緑地化しフリーマーケットや野外ギャラリー

　に使用するなど。

・レンタサイクルステーションがあれば、まちなかめぐりに使用できる。

・館内はエネルギー消費量の削減など省エネを目指したものにし、子供たちのSDGｓへの関心を

　高めてほしい。

・この建物には非常に愛着があるので、耐震工事等が必要であればすすめてほしい。昨今の世界

　情勢を考えると、資材や人件費の高騰が懸念されるため、工期を短くするなど知恵をしぼって

　ほしい。

・施設内には文化財が多数収蔵されている。未来をつくる貴重な資料であるので残してほしい。

・今回の委員には若い方もおられる。若い方の意見をたくさん吸い上げて、氷見の良さを感じら

　れる構想にしてほしい。

・図書館は平日に多くのお年寄りが利用している。高齢の男性は家から出る機会が少ないように
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　感じるため、特に男性のお年寄りが楽しめるような機能を４階にもたせてほしい。

・日頃からまちなかにゆっくるできるスペースがほしいと皆さん言っておられる。上の階にお茶

　をのみながらゆっくりできる場所があればよい。

・小さい子どもを連れて図書館にくると、まわりにとても気を使う。子供の図書館はとてもよい

　と考えている。

・高校生の子供は芸術文化館で勉強しているが、スペースが足りない。中高生が勉強できる場所

　を確保してほしい。

・元気な小学生は外で遊ぶスペースが全くない。学校以外で集まって遊ぶことができるスペース

　が必要だと思う。

・氷見高校や氷見駅が近いので、他市からきている方も歩いて来られる。芸術文化館で勉強して

　いる子供たちは親が送迎しているので、歩いて来られる場所は大切だと思う。

・学生が使えるスペースを広くとってほしい。

・藤子不二雄A先生の作品があれば、観光客も立ち寄るのでは。例えばモニュメントなど。

・特産品などをからめたブースがあればよい。

・駐車場のあるカフェがあれば、子供連れで来てもゆっくりできる。

・子供が成⾧したとき、勉強できるスペースがないので作ってほしい。

・県立図書館の授乳室が広くて使いやすかった。このような設備があればよい。

・市外出身の子育て中の方は、みなさんチェーン店のカフェがほしいと言っている。

・勉強スペースが必要だと思うが、少し会話しながらゆっくりできる場所もほしい。

・大学生はPCを使うので、コンセントやWi-Fiがあればよい。

・HIMI学はフィールドワークが多いため、地域の方と一緒に活用できる場所があればよい。

・高校生はひみリベ。で電車の待ち時間を過ごしている。そこ以外に地域の方も利用できる

　カフェがあれば便利だと思う。

・通学に氷見線を利用している高校生が立ち寄れるカフェがほしい。

・小さい子供が遊ぶところが少ないので、子育て中の女性が行く場所がない。高岡市には

　そういった場所もあるため、どうしても市外に行ってしまうのでは。

・氷見線を利用して通学しているが、帰りに図書館に寄ると17時とか18時になるので、

　自習室が閉まっているため、どこにも勉強する場所がない。氷見線で通学している学生

　が遅い時間まで利用できる勉強スペースがほしい。

・市内に飲食店が多いイメージがない。いろいろな人が交流できるカフェなどのスペース

　があればよい。

〇事務局 ・７月５日（日）に第１回のワークショップを開催し、９月まで３回開催予定。

・ワークショップでの意見をとりまとめ、１０月中旬に委員の皆様に報告し、最終的には

　１０月下旬の委員会でとりまとめたい。

・次回の日程は改めてお伝えする。

６　閉会


